
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 子ども会の資源回収 10 月の予定〔収集順〕 

星の子   10 月  4 日〔土〕 

松   10 月  4 日〔土〕 

  わかば  10 月 13 日〔月〕 

   あすなろ  10 月 18 日〔土〕 

桜    10 月 18 日〔土〕 

松   10 月 21 日〔火〕 

 わかば  10 月 29 日〔水〕 
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◎ 10 月の予定  
10 月 12 日〔日〕 秋の一斉清掃 

       16 日〔木〕 白山神社秋の例大祭 

26 日〔日〕 ふれあい運動会〔北部小〕   

◎ 秋の町内一斉清掃  
日時、10 月 12 日〔日曜〕予備日 19 日〔日曜〕 

・側溝に土砂がたまりつづけると、雨水流下の障害とな

り、時として道路冠水や床下浸水となります。側溝を

きれいにし、流れを良くしておきたいものです。雨の

『特別警報』が出る可能性はどこにでもあるのです。 

  町内会では、側溝のフタ 

外し道具を各種用意して、 

お貸ししています。 

◎ 町内会防災訓練「防災キャンプ」 
---悪天候でも、帰る家が無いから避難所生活--- 

 8 月 23・24 日〔土・日〕北部小学校 
『サイレン』がよく聞こえた方と、全く聞こえなかった

方、それぞれでした。雨天・風向き・戸締りなど原因は考

えられますが、これがアナログ。対するメール案内は、北

部小学校のご協力で、朝 8 時に一斉に発信しました。 

 23 日は悪天候の影響で、プログラムの中止や会場

変更があり、それでも 441 名の参加者と 53 名のキ

ャンプ宿泊者がありました。 

 北小の体育館は、市の規定によれば 270 人の収容

人員に対し 400 人以上が集まっていただけた訳で、

皆さんにその場で横になっていただき、避難所の窮屈

さを体感していただきました。 

 荒天のため、途中で帰宅される方が多い事は、想定

外でした。この方々に対する対応〔食事の支給・途中

帰宅者の名簿管理・記念品配布など〕や、待ち時間の

考え方などについて課題が寄せられています。 

例えば訓練としては、貴重な時間を割いて集まって

いただいた皆さんには、様々な体験を効率よくしてい

ただく事を目指しましたが、プログラムの変更に伴う

情報伝達が行き届かなかったことで「待つ」ことを強

いてしまいました。しかし、情報の発信に対して、避

難者側の積極的な受信もみられました。避難生活での

秩序ある「待つ」行動を体験しました。 

 被災した際、避難所でなく自宅待機する方への物資

や情報供給〔給水車がいつ・どこに来る〕などの方法

についての課題も考慮されなければなりません。 

24 日朝、【振り返り】反省会のことばから 
・帰る家がなくなったから、避難所に来ることになる。 

・今回は訓練のためにスタッフが準備を進めたが、本番で 

はこの人たちが亡くなってしまうかもしれない。市役所

も被災する。まずは、避難者自身が立ち上がるしかない。 

・避難所では何もすることはない。食べて、寝て、じっと

過ごす。誰も何もしてくれない。だから各自が率先して、

できることから行動することになる。 

◎ 『防災キャンプ』グラフィックス  

◎ ミニ情報  
・女性会主催の健康講話を開催します。 

  期日・11 月 8 日〔土曜日 10 時より〕 

  会場・八千代病院会議室。同時に『介護フェア』開催中 

  講師・八千代病院理事長〔元院長〕松本隆利氏 

  師の経験を踏まえて、日常生活での健康を考える。 

・町内会員の方には軽トラックお貸しできます。 

業務で使用していない時、費用・半日 500 円。 

◎ 東山中学体育大会 9 月 13 日〔土〕東山中学校 

  

◎ 今村楽寿会 趣味のらくじゅ展  
９月 18・19 日〔木・金〕、東栄コミュニティセンター 
会場の片隅では石臼で抹茶を 

つくり、ロビーで饅頭と抹茶を 

いただくことが出来ました。 

挽き方が右挽き・左挽きどちら 

が正しいかと議論白熱。熱い・ 

苦い・おいしい一腹でした。 
〔私は、挽きスジの構造上、右挽きが正しいと思うのですが・〕 


